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 佐竹　謙一 　名誉教授　略歴・業績 
 略　　歴 
 
1949 年 9 月 28 日 石川県に生まれる
1975 年 3 月 関西外国語大学外国語学部スペイン語科卒業
1975 年 10 月  スペイン グラナダ大学（スペイン政府給費生）哲文学
部（1976 年 6 月まで）
1979 年 3 月 関西外国語大学大学院 文学修士課程修了
1984 年 4 月  アメリカ イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校　
M.A. 資格取得
1986 年 5 月  アメリカ イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校 大学
院博士課程修了
1988 年 5 月 アメリカ イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校  Ph.D.
1986 年 10 月 関西外国語大学特任講師（1987 年 3 月まで）
1987 年 4 月 関西外国語大学専任講師（1990 年 3 月まで）
1990 年 4 月  南山大学外国語学部イスパニヤ科助教授（1997 年 3 月
まで）
1997 年 4 月  南山大学外国語学部イスパニヤ科教授（2000年3月まで）
2000 年 4 月  南山大学外国語学部スペイン・ラテンアメリカ学科教授
（改組による学部所属変更）（2018 年 3 月まで）
2002 年 4 月  南山大学外国語学部スペイン・ラテンアメリカ学科長
（2003 年 3 月まで）
2002 年 4 月 南山大学外国語学部イスパニヤ科長（2003 年 3 月まで）
2003 年 4 月  南山大学ラテンアメリカ研究センター長（2005 年 6 月
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まで）
2008 年 4 月  南山大学大学院国際地域文化研究科国際地域文化専攻主
任（2012 年 3 月まで）
2008 年 9 月  南山大学外国語学部スペイン・ラテンアメリカ学科長代
行（2008 年 12 月まで）
2010 年 4 月 南山大学評議員（2012 年 3 月まで）
2012 年 4 月 研究休暇（2013 年 3 月まで）
2018 年 3 月 南山大学退職
2018 年 4 月 南山大学名誉教授 
 学　　会 
 日本イスパニヤ学会会員（1979.9 ～ 2018.3）
日本比較文学会会員（1987.4 ～ 2002.3）
The American Association of  Teachers of  Spanish & Portuguese 会員
（1988.6 ～ 2002.3）
日本演劇学会会員（1989.10 ～ 2014.3）
京都セルバンテス懇話会会員（1998.4 ～ 2018.3） 
 学会役員歴 
日本イスパニヤ学会理事（2002.4 ～ 2006.3）
日本イスパニヤ学会理事（2010.4 ～ 2014.3）　
日本イスパニヤ学会会報編集委員会委員長（2011.4 ～ 2013.3）
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 学外委員歴 
科学研究費委員会専門委員（2002.1 ～ 2002.12）
スペイン文化省「グラシアン基金」選考委員（2005.4 ～ 2010.3）
科学研究費委員会専門委員（2008.1 ～ 2008.12）
 業　　績 
 〈著書・翻訳・書評〉 
 1 ．『海外での新スペイン語表現集』，改訂増補第一版（共著），大盛堂書房，
1994 年，319 p.
2 ．『スペイン中世・黄金世紀文学選集 7 バロック演劇名作集』（共訳），国
書刊行会，1994 年，339 p.
3 ．『現代スペイン演劇選集』（単訳），水声社，1994 年，267 p.
4 ．カルデロン・デ・ラ・バルカ『驚異の魔術師ほか一篇』（単訳），平凡
社ライブラリー，1997 年，368 p.
5 ．『ドン・キホーテ讃歌』（共著），行路社，1997 年，259 p.
6 ．『スペイン黄金世紀の大衆演劇　ロペ・デ・ベーガ，テイルソ・デ・モリー
ナ，カルデロン』（単著），三省堂，2001 年，480 p.
7 ．『世界は劇場／人世は夢』（共著），水声社，2001 年，287 p.
8 ．『浮気な国王フェリペ四世の宮廷生活』（単著），岩波書店，2003 年，320 p.
9 ．『スペイン黄金世紀演劇集』（共訳），名古屋大学出版会，2003 年，516 p.
10．『ラテンアメリカ現代演劇集』（単訳），水声社，2004 年，300 p.
11．『ラテンアメリカの諸相と展望』（共著），行路社，2004 年，351 p.
12．『「ドン・キホーテ」事典』（共著），水声社，2005 年，433 p.
13．『カルデロン演劇集』（単訳），名古屋大学出版会，2008 年，506 p.
14．『スペイン検定』（共著），南雲堂フェニックス，2008 年，224 p.
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15．『概説スペイン文学史』（単著），研究社，2009 年，XII p. + 398 p.
16．ホルヘ・マンリーケ『父の死に寄せる詩（『死の舞踏』収録）』（単訳），
岩波文庫，2011 年，231 p.
17．『スペイン文化事典』（共著），丸善，2011 年，884 p. 
18．エスプロンセーダ『サラマンカの学生　他六篇』（単訳），岩波文庫，
2012 年，267 p. + 9 p.
19．『スペイン文学案内』（単著），岩波文庫，2013 年，407 p. + 81 p.
20．ティルソ・デ・モリーナ『セビーリャの色事師　他一篇』（単訳），岩波書店，
2014 年，364 p.
21．『マドリードとカスティーリャを知るための 60 章』（共著），明石書店，
2014 年，387 p.
22．（書評）フアン・ゴイティソロ『スペインとスペイン人　〈スペイン神話〉
の解体』，本田誠二訳，水声社，2015 年，242 p. ／『図書新聞』，2016
年 7 月 9日，4面掲載。
23．グリセルダ・ガンバーロ『生半可な返事』（単訳），『スペイン学』18 号，
2016 年，pp.125-135.
24．『ドン・キホーテ　人生の名言集』（共著），国書刊行会，2016 年，312 p.
25．モラティン『娘たちの空返事　他一編』（単訳），岩波文庫，2018 年，305 p.
26．『カルデロンの劇芸術─聖と俗の諸相』（単著），国書刊行会，近刊。
 〈学術研究論文〉（以下，すべて単著） 
 1 ．「カルデロンの E1 médico de su honra における名誉とその意味」Hispánica（日
本イスパニヤ学会）24（1980）p. 133―156.
2 ．“El mundo privado de Clorinda Matto de Turner en Herencia”, Revista de Estudios 
Hispánicos 20（1986）, 21―37.
3 ．“Las Coplas de Jorge Manrique y la Glosa de A.de Cervantes: optimismo y 
pesimismo”, Hispánica 30（1986）, 97―110.
［ xix ］
4．“En torno a Cardenio en el Quijote: locura, suerte y honor”, Anales Cervantinos （CSIC. 
Madrid） 24 （1986）, 93―102.
5 ．“San Juan de la Cruz y el Budismo: el mundo místico más allá de la lógica”,『関
西外国語大学研究論集』44（1986）, 89―102.
6 ．“Luz y oscuridad en el teatro de Calderón”,博士論文（イリノイ大学 1988）, 312 p.
7 ．「老夫と若妻の縁組について：セルバンテスとモラティンの場合」，
Hispánica 33 （1989）, 163―182.
8 ．「近松とカルデロンにおける悲劇の共通要素」，『関西外国語大学研究論集』
50 （1989）, p. 121―143.
9 ．“En torno al juego literario de tiempo y espacio en Zona sagrada de Fuentes”,『関
西外国語大学研究論集』51 （1990）, 179―188.
10．「カルデロンの宗教劇 La devoción de la cruz をめぐって」，『アカデミア（文　
学・語学編）』50 （1991）, 31―47.
11．“Luz y oscuridad en los dramas religiosos de Calderón”, Archivum Calderonianum 6, 
ed. Hans Flasche, Stuttgart（1991）, 81―91.
12．「カルデロンの El mágico prodigioso における明暗と興行性」，Hispánica 35 
（1991）, 101―119.
13．「カルデロンの La aurora en Copacabana におけるアメリカ」，『アカデミア（文
学・語学編）』52 （1992）, 313―335.
14．「カルデロンの La dama duende にみる新しい劇芸術の試み」，Hispánica 36 
（1992）, 120―138.
15．「カルデロンの『淑女ドゥエンデ』における劇展開の独自性」，『日本演
劇学会紀要』31 （1993）, 25―49.
16．「ロペ・デ・ベーガの描いた日本と日本人キリシタン」，『アカデミア（文
学・語学編）』54 （1993）, 137―164.
17．「『不信心は地獄堕ち』 El condenado por desconfiado にみるティルソ・デ・モリー
ナの作劇上の狙い」，『アカデミア（文学・語学編）』56 （1994）, 129―160.
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18．「ロペ・デ・ベーガの『愚かなお嬢様』La dama boba とカルデロンの『愛
に愚弄は禁物』No hay burlas con el amor にみる構造と技巧」，『アカデミア（文
学・語学編）』58 （1995）, 207―243.
19．「スペイン黄金世紀の演劇論争をめぐって」，『日本演劇学会紀要』34 
（1996）, 38―55.
20．「アラルコンの『疑わしい真実』評をめぐって」，『日本演劇学会紀要』
35 （1997）, 45―61.
21．「スペイン黄金世紀の文学にみる〈アメリカ〉のイメージ」，『アカデミ
ア（文学・語学編）』62 （1997）, 301―310.
22．「ミラ・デ・アメスクアの『悪魔の奴隷』にみる劇構造」，『アカデミア（文
学・語学編）』67 （1999）, 731―749.
23．「カルデロンの〈マントと剣〉の喜劇にみる夜の効果」，『イスパニア図書』
3 （2000）, 17―30.
24．“Efectos de la oscuridad en algunas comedias de capa y espada en Calderón”, 
Calderón 2000. Homenaje a Kurt Reichenberger en su 80 cumpleaños. Actas del Congreso 
Internacional, IV Centenario del nacimiento de Calderón, Univ. de Navarra, Septiembre 2000, 
ed. Ignacio Arellano, Kassel: Reichenberger, 2002, 1141―1154.
25．「ロペ・デ・ベーガの『節度ある懲罰』─劇構造からみた名誉堅守の
対応策」，『アカデミア（文学・語学編）』73 （2003）, 145―172.
26．「モラティンの『新作喜劇』再考─文学作品としての芝居か，劇形式を
借りた特定の劇作家への批判か─」，『スペイン学』13 （2011）, 43―57.
27．「リバス公爵『ドン・アルバロまたは運命の力』」，『2014/ 2015 シーズ
ンオペラ　オペラハウスへようこそ　ジュゼッペ・ヴェルディ　運命の
力』，新国立劇場運営財団，2015 年 4 月，31―33.
28.「カルデロンの『不屈の王子』に見る劇構造─歴史的背景と詩的要素
とのかかわり」，『アカデミア（文学・語学編）』99 （2016）, 1―24. 
